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第 2 回（2009年度）昭和女子大学女性文化研究賞・ 
昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
１．選考委員長あいさつ
坂東眞理子
　このたび昭和女子大学女性文化研究賞を立派な作品に贈呈することができることを大変幸せ
に思っております。
　この賞を設けた経緯ですが、私自身、本を読むのが子供のころから大好きでした。本によっ
て育てられたという感じを持っております。そして大きくなって、仕事を始めてから、たくさ
んの本を書いてまいりました。本を書くというのは、労多くして功少ない仕事です。そして、
本を書くということ、文章を書くということは恥をかくことだと、自分がまだ勉強不足だっ
た、自分はこの程度の表現力しかないのだという事実を否応なしにつきつけられながら私は本
を書いてきました。それは好きだから書いたというだけではなく、おそらく自分が子供の頃
に、本によって育てられたように、どこかで誰かが私の本を読んで何かを考えてくれるかも知
れない。それを夢見てコツコツと書いてきたのだと思います。神様がそれを憐れんだのか、思
いがけず 34 冊目の本を 300 万以上の方に読んでいただき、今まで考えたことのないほどの印
税をいただくことができました。その税金の 40％は所得税、10％は住民税ですが、マンショ
ンを買うのもいいけれど、宝石を買うのもいいけれど、私には似合わない。やはりこの神様が
くださった印税は本を書く人に差し上げて、本が世の中を動かすんだ、人を育てるんだ、それ
をぜひ頑張ってやってくださいという思いで、昭和女子大学女性文化研究賞を昨年からスター
トさせていただくことになりました。
　これは私の思いだけでは絶対に実現しませんでした。大学が、理事長が快くそうした基金を
作るということを認めていただいて、坂東眞理子基金と名付けていただき、特定の目的に使っ
てもいいと、言っていただきました。それからまた、掛川副所長以下、女性文化研究所所員の
方たちがその趣旨に賛同して、今年も34 点の応募作がありましたが、その応募作をみんなで
手分けをして読み、一次選考をし、そして二次選考をしました。選考委員満場一致で辻村先生
の『憲法とジェンダー』にこの2009 年度の昭和女子大学女性文化研究賞をさしあげることに
いたしました。こんな立派な先生に、まだよちよち歩きを始めたばかりの研究賞を受けていた
だけるかと少し心配していましが、大変快く引き受けていただき、さらにその賞金はもう一度
基金のほうに寄付してくださるというお申し出までいただいております。本当にありがとうご
ざいます。
　また、昭和女子大学の関係者の方に女性文化研究奨励賞を差し上げるというのも併せて行っ
ておりますが、こちらは斎藤悦子さん、岐阜経済大学経済学部の教授です。斎藤先生は昭和女
子大学の博士課程に学び、博士号を取られたわけですが、幼稚園から高校まで昭和女子大の附
属で学んでおられます。そういう意味で女性文化研究賞のほうは広く日本が誇る辻村先生に差
し上げることが出来た、そして昭和女子大学が育てた研究者、昭和女子大学を舞台に力をつけ
てくださった、若くこれからもいろいろな仕事をしてくださる、斎藤さんに奨励賞を差し上げ
ることが出来たということで大変はうれしく思っております。
　どういう経緯でこのお二人に賞を差し上げることになったかということは引き続いて、森ま
す美先生にご報告をいただきますが、 1 月 1 日から12月31日までに発行された書籍で男女共
同参画にかかわる、政策的な提言を含んでいるような本がいろいろな分野で出版さえていると
いうことを改めて実感しております。たとえば平塚らいてう賞ですとか、山川菊栄賞ですとか
いろいろなところで少しずつ行われておりますが、この昭和女子大学女性文化研究賞は特に男
女共同参画、政策、社会政策そうしたようなものに重きを置きたいと思っております。今年は
そういう意味でも本当にその趣旨にぴったりの作品に受賞作を決定することができたというこ
とを大変喜んでおります。皆さん本当にどうもありがとうございました。
（ばんどう　まりこ　　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授　女性文化研究所所長）
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第 2 回（2009 年度）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金） 
２．昭和女子大学女性文化研究賞
辻村みよ子（東北大学大学院法学研究科教授）
　『憲法とジェンダー－男女共同参画と多文化共生への展望』（有斐閣　2009）
受賞のことば
　このたびは「女性文化研究賞」を賜りまして、関係者の皆様に厚くお礼を申し上げます。
この本は、2003年からの21世紀COEプログラムとグローバルCOE「グローバル時代の男女
共同参画と多文化共生」の研究成果をもとに、昨今のジェンダー法学の歩みを踏まえたもの
です。この意味で男女共同参画問題への法学的アプローチの意義を認めて頂きましたことは
大変光栄なことです。この受賞を契機に研究成果を男女共同参画政策にも活かしてゆきたい
と念じておりますので、今後ともよろしくご指導をお願いいたします。
受賞者略歴
1949 東京都に生まれる。1972 年一橋大学法学部卒業。1978 年一橋大学大学院法学研究科博
士課程（憲法学専攻）単位取得満期退学。法学博士。成城大学法学部教授を経て、1999 年
より東北大学法学部教授、同大学院法学研究科教授。2008 年よりグローバル COE「グロー
バル時代の男女共同参画と多文化共生」拠点リーダー。日本学術会議会員、ジェンダー法学
会理事長。専攻：憲法学・比較憲法学・ジェンダー法学
主な著書・論文
『人権の普遍性と歴史性』創文社， 1992.
『市民主権の可能性－21世紀の憲法・デモクラシー・ジェンダー』有信堂， 2002.
『憲法（第 3 版）』日本評論社， 2008.
『ジェンダーと人権』日本評論社， 2008.
辻村みよ子，大沢真理共編『ジェンダー平等と多文化共生―複合差別を超えて』東北大学出
版会， 2010.
『フランス憲法と現代立憲主義の挑戦』有信堂， 2010．
『ジェンダーと法（第二版）』不磨書房， 2010.
『比較憲法（新版）』岩波書店， 2011.
Egalité des sexes : la discrimination positive en question. Société de Législation Comparée, 2006. 
(dir. avec D. Lochak)
International Perspectives on Gender Equality and Social Diversity. Tohoku University Press, 2008. 
(ed.)
【目次】
　序　章　ジェンダー法学の意義と憲法学の課題
　第 1 章　憲法学とジェンダー
　第 2 章　人権とジェンダー
　第 3 章　 多文化共生社会における女性人権問題－イスラムのス
カーフ論争をめぐって
　第 4 章　 各国憲法とジェンダー平等政策－世界と日本，国と地
方の男女共同参画政策
　第 5 章　日本国憲法の平等原理とジェンダー
　第 6 章　ポジティヴ・アクションの類型と課題
　第 7 章　選挙制度とクォータ制
　第 8 章　家族・国家とジェンダー－比較憲法的考察
　第 9 章　 平和とジェンダー－グローバル時代のシティズンシッ
プ論をめぐって
　補 　 章　 「ジェンダー憲法学」教育と学術分野の男女共同参画推
進のために
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３．昭和女子大学女性文化研究奨励賞
斎藤悦子（ 現：お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科准教授、受賞時：岐阜経済
大学経済学部教授）
　『 CSRとヒューマン・ライツ－ジェンダー，ワーク・ライフ・バランス，障害者雇用の企業
文化的考察』（白桃書房　2009）
受賞のことば
　母校から栄誉ある奨励賞を頂き、大変うれしく思います。選考委員の先生方、関係者の皆
様に心よりお礼を申し上げます。この本は1997 年に昭和女子大学から授与された博士論文
を発展させたものです。指導教授であった伊藤セツ先生や共同研究者として常に私を支えて
下さった天野寛子先生をはじめとする昭和女子大学の先生方に心より感謝申し上げます。今
後もしっかりと研究に取り組み、一層精進してまいりたいと思います。
受賞者略歴
1966 年東京都生まれ。1989 年明治大学経営学部卒業。1992 年明治大学大学院経営学研究科
博士前期課程修了。1995 年昭和女子大学大学院生活機構研究科博士後期課程単位取得満期
退学。1997年 3 月に博士号取得。同年 4 月岐阜経済大学経済学部専任講師。同大学助教授、
教授を経て、2010 年 10 月よりお茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科准教授。博
士（学術）。専攻：生活経済論・ジェンダー論・企業文化論
主な著書・論文
「日本におけるCSR推進の鍵は何か―ジェンダー平等とワーク・ライフ・バランスに関する
調査結果から」『日本経営倫理学会誌』2009， 第16号， p.141-149.
「雇用と賃金に対する企業の社会的責任」『ジェンダーで学ぶ生活経済論―福祉社会における
生活経営主体』伊藤セツ・伊藤純編．ミネルヴァ書房， 2010， p.50-67.
「ジェンダー問題に関する日本企業の CSR －英国企業との比較研究」『岐阜経済大学論集』 
2010， 第43巻第3号， p.29-40. 
The Relationship between Gender Equality and the Employment of Disabled People in Japanese 
Companies: A New Approach to Human Value in Corporate Culture. The Journal of Gifu Keizai 
University, 2006, Vol.39, No.2, p.31-52.
Principles of the Company and CSR Activity Promoting Gender Equality and Employment of Dis-
abled People. The Journal of Gifu Keizai University, 2006, Vol.39, No.3, p.105-116.
【目次】
第Ⅰ部
　第 1 章　企業文化とは何か
　第 2 章　 本研究における企業文化の定義とモデル－ CSR と
ヒューマン・ライツの位置づけ
　第 3 章　 企業文化のジェンダリング－ヒューマン・ライツ視点
の開拓
第Ⅱ部  
　第 4 章　CSR とは何か－その日本的特徴
　第 5 章　 CSR とヒューマン・ライツ－ジェンダー平等と障害者
雇用への取組み
　第 6 章　 ヒューマン・ライツを尊重する CSR 活動－インタビュー
調査から
　第 7 章　日本企業の CSR の今後の展開
　終 　 章　本研究の到達点と限界，今後の課題
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４．第２回（2009年度）「昭和女子大学女性文化研究賞」選考報告
昭和女子大学女性文化研究賞選考委員会
（１）．選考経過
　2009 年度の第 2 回「昭和女子大学女性文化研究賞」の選考対象は、自薦・他薦を含む単著
と共著34点であった。
　第 1 次選考は、 3 月 3 日、11 日の両日に学内選考委員によって行われ、第 1 次選考基準
に沿って候補作として次の単著 5 点を選んだ（発行月順）。
村田陽平『空間の男性学－ジェンダー地理学の再構築』 （京都大学学術出版会　2009年 2 月）
西村純子『ポスト育児期の女性と働き方－ワーク・ファミリー・バランスとストレス』
（慶応義塾大学出版会　2009年 3 月）
杉浦浩美『働く女性とマタニティ・ハラスメント－「労働する身体」と「産む身体」を生きる』
（大月書店　2009年 9 月）
辻村みよ子『憲法とジェンダー－男女共同参画と多文化共生への展望』 （有斐閣　2009年12月）
渡辺めぐみ『農業労働とジェンダー－生きがいの戦略』 （有信堂高文社　2009年12月）
　これら 5 点についての第 2 次（最終）選考は、 4 月 13 日に学外選考委員の板東久美子氏
（文部科学省生涯学習政策局長、前内閣府男女共同参画局長）、原ひろ子氏（城西国際大学大学
院客員教授）の出席の下、女性文化研究賞選考委員会で行われた。検討の結果、候補作のなか
で秀でた研究水準と研究スケールを有する辻村みよ子氏の著作に第 2 回「昭和女子大学女性
文化研究賞」を贈呈することを決定した。
＊ 第１次選考基準（2008年度、第 1 回本賞選考時に、選考の目安として確認された）
　 1 ）単著を優先する。 2 ）テーマが「女性文化研究賞」の趣旨に合い、明確かつ有意義で
ある。 3 ）研究方法、分析視角が優れている。 4 ）著作の独創性と体系性。 5 ）結論、提
言の明瞭さ。 6 ）叙述の成熟性
（２）．選考結果
　第 2 回（2009年度）「昭和女子大学女性文化研究賞」受賞作
　　辻村みよ子『憲法とジェンダー－男女共同参画と多文化共生への展望』
 （有斐閣　2009年12月）
（３）．受賞作の選考理由
　東北大学大学院法学研究科教授である辻村氏は、2003年度から 5 年間に亘って東北大学21
世紀COEプログラム「男女共同参画社会の法と政策」の活動を拠点リーダーとして牽引され、
その成果を全 12巻に及ぶ『ジェンダー法・政策研究叢書』（東北大学出版会）として刊行され
た。さらに2008 年度からは引き続き拠点リーダーとして「グローバル時代の男女共同参画と
多文化共生」と題する東北大学グローバル COE プログラムを推進中である。受賞作は、この
2 つの大きなプロジェクトを遂行する過程で著者が精力的に発表された諸論稿に大幅な加筆・
修正を加えて編まれたものである。
　受賞作としての選考理由を一言で述べれば、それは、本書が「男女共同参画（ジェンダー平
等）と多文化共生」の融合という独自の視点から、グローバル時代のジェンダー問題を理論
的・実践的に追究する「ジェンダー憲法学」という新しい学問領域を切り拓いたことである。
同時に本書における男女共同参画に関わる諸課題の憲法学的考察は、今日の男女共同参画政策
の理論的基礎として、わが国の男女共同参画社会の形成に大きく寄与するものである。
　まず注目したいのは、本書を貫く「男女共同参画（ジェンダー平等）と多文化共生」という
視座、分析視点の先進性と現代的意義である。
　著者は、社会的・文化的性差と定義される「ジェンダー」は、絶えず性別以外の諸要素、具
体的には、人種・民族・エスニシティや文化、階級、年齢、障害の有無などと重なり合って現
象すると捉える。そして、この「性別を含む人種・民族・宗教・文化等の多様な属性や要素を
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有する諸個人の共生を『多文化共生』」という独自の観念で包括的に把握し、「ジェンダー平等
（男女共同参画）と多文化共生という複眼的な視点からグローバリゼーション下の問題を検討
する」重要性を強調している。
　このような視座にたって、著者は、グローバル時代の男女共同参画と多文化共生が交錯する
具体例として、第 3 章でイスラムのスカーフ問題を、第 7 章で2003年のルワンダ憲法で採用
された選挙制度やクォータ制を取り上げている。
　去る 4 月 29 日にベルギー下院が、欧州で初めてイスラム教徒の女性が「ブルカ」や「ニカ
ブ」を公共の場で着用することを禁じる法案を賛成多数で可決したことが報じられたが、著者
は、「スカーフ問題」の背景には、ライシテと呼ばれる政教分離・国家の宗教的中立性と個人
の信教の自由の問題、移民の統合に関わる普遍主義と差異主義の対抗、さらに女性の解放、女
性の権利保護という論点が複雑に錯綜していることを指摘する。そしてフランスのフェミニス
トの「スカーフ論争」の検討から、従来の憲法学のようにライシテのプリズムだけを通した見
方も、他方、女性解放の脈絡でのみスカーフ着用禁止の意義をとらえるリベラル・フェミニズ
ムの論理も適切とは言えず、イスラム女性のスカーフ着用に含まれる「自立のための努力や
『戦術』」といった多義的な意味を見誤ることを明らかにしている。
　さて、本書の重要な意義は、日本における「ジェンダー憲法学」構築への学問的貢献であ
る。第二波フェミニズムとともに展開した欧米のフェミニズム法学・ジェンダー法学の研究蓄
積を丹念にサーベイした著者は、「第 1 章 憲法とジェンダー」においてジェンダー平等や多文
化共生に敏感な視点にたった憲法学が、人権・主権・平和の問題と関わって今日対象とすべき
重要な検討課題を網羅的に提示している。
　第 2 章以下の各章における、人権とジェンダー、性差に基礎をおく権利としてのリプロダ
クティブ・ライツ、日本国憲法の平等原理とジェンダー、ポジティブ・アクション、選挙制度
とクォータ制、フェミニズムの「難問」といわれる「女性兵士」問題を含む平和とジェンダー
等々についての考察は、著者が比較憲法的・学際的視座から憲法学の現代的課題に取り組んだ
理論的所産である。すなわち、本書は、著者自らが、「いわば『ジェンダー人権論』『ジェン
ダー憲法学』研究の現時点での到達点である」と評しているように、日本におけるジェンダー
法学構築への貴重な貢献をなしている。
　第三次男女共同参画基本計画の策定作業が進行中である現在、本書が提起している「ジェン
ダー人権論」の視点や、政治・行政・雇用の分野への女性の参画を促進する中心的な施策であ
るポジティブ・アクションに関する法理論的・実践的な研究成果は、わが国の男女共同参画政
策がその基盤に取り込むべき重要な内容を含んでいる。
　選考委員会では、問題提起的ないくつかの論点について是非その先が聞きたいという意見も
聞かれた。日本に男女共同参画社会をすみやかに構築するために、著者の研究が今後益々発展
されることを期待している。
　最後に、2009 年度は、受賞作以外に最終選考に残った作品は、冒頭で述べたように、新進
気鋭の男女研究者による学位論文をベースとした著作であった。いずれもこれまで等閑に付さ
れた新しい研究課題に切り込む気迫がその行間にほとばしる興味深い作品であった。選考委員
一同、これらの研究の前進を心強く受けとめ、著者らの今後の一層の活躍を期待したい。
５．第２回（2009年度）「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」選考報告
昭和女子大学女性文化研究賞選考委員会（奨励賞）
（１）．選考経過と選考結果
　「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」の対象は、卒業生を含む若手の昭和女子大学関係者が
著した著作（博士論文を含む）である。第 2 回奨励賞の選考対象は、自薦・他薦を含む28 本
の単行本と論文であった。
　女性文化研究奨励賞選考委員会は、 3 月 3 日、 3 月 11 日、 4 月 13 日の 3 回にわたり学内
選考委員会を開催し、まず、第一次選考の候補作を 4 点に絞った。博士論文を含め、社会的
意義と質の高い候補作が並んだが、討議の結果、斎藤悦子氏の著作『CSR とヒューマン・ラ
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イツ－ジェンダー，ワーク・ライフ・バランス，障害者雇用の企業文化的考察』（白桃書房　
2009年）が最終候補として選考され、 4 月13日の最終選考委員会において決定された。
　斎藤悦子氏は、1992 年に明治大学大学院経営学研究科博士課程前期を修了後、昭和女子大
学大学院生活機構研究科博士課程で学ばれた。当時本学女性文化研究所所員教授であった伊藤
セツ現昭和女子大学名誉教授のご指導のもとで、博士論文を書き上げられ、1997 年 3 月に博
士号を取得された。同年ただちに岐阜経済大学経済学部講師に就任なさり、助教授を経て、現
在同大学教授である。
　受賞作は、企業の社会的責任すなわちCSR（corporate social responsibility）の本質を企業文
化的に解読することを試みている。斎藤氏の修士論文以来のテーマであった企業文化論を基盤
に、博士論文で深めたジェンダーリングの視点を活用し、近年のジェンダー平等やワーク・ラ
イフ・バランスに配慮するマネジメントが、企業のイメージアップや人材確保、社会的責任投
資すなわちSRI（socially responsible investment）やCSRに結びつけられようとしている新たな
状況を、単なる表層の対応に過ぎぬものではなく、企業文化の深層部分に根付くべきヒューマ
ン・ライツの視点から問題提起している。そのため、日本の企業の雇用管理体制における
ヒューマン・ライツへの配慮を、ジェンダー平等、ワーク・ライフ・バランス、障害者雇用の
取組というCSR の三つの実践課題として捉え、企業文化の根底から生まれる CSR のあり方を
示し、今後の日本企業のCSRへの取り組みに対して提言をなそうとする意欲作である。
　本書はしっかりした構成をもち、論証のために 4 つの独自な調査を用いている。まず東京
都世田谷女性センター「らぷらす」の援助を受けて行った世田谷区における生活時間調査、次
に科学研究補助金を受けて行った企業アンケート調査、岐阜経済大学共同研究補助金を受けた
企業インタビュー調査、最後に日本企業のCSR 報告書調査である。本研究には国際的視点も
導入されており、斎藤氏が 2006 年に留学したイギリス The University of Nottingham, Business 
Schoolの ICCSR（International Centre for Corporate Social Responsibility）におけるCSR研究の
成果も反映されている。
　斎藤氏自身が今後の研究の展望も記しておられるが、受賞を契機として、一層研さんを積ま
れ、今後さらなるご活躍をなされるよう期待している。
６．贈呈式報告
粕谷　美砂子
　2010 年 5 月 25 日に、第 2 回（2009 年度）
昭和女子大学女性文化研究賞・同奨励賞贈呈
式・記念講演・受賞記念祝賀会が、本学学園
本部館にて開催された。両賞は、坂東眞理子
昭和女子大学学長・女性文化研究所長寄贈の
基金により設立されたものである。対象は、
2009年中に発表された、男女共同参画社会形
成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄
与する研究である。女性文化研究賞は、日本
語で著された単行本に限り、奨励賞は、卒業
生を含む本学に関係する若手の研究者・大学
院生を応募資格とし、日本語で著された単行本や博士論文を含む論文が対象である。
　第 2 回となる今回は、女性文化研究賞は辻村みよ子氏（東北大学法学部・同大学院法学研
究科教授）の『憲法とジェンダー－男女共同参画と多文化共生への展望』（有斐閣）に、女性
文化研究奨励賞は斎藤悦子氏（岐阜経済大学経済学部教授）の『CSR とヒューマン・ライ
ツ－ジェンダー，ワーク・ライフ・バランス，障害者雇用の企業文化的考察』（白桃書房）
に、それぞれ授与された。
　贈呈式は、司会の岸田依子女性文化研究所所員（奨励賞選考委員）による開会の言葉、坂東
眞理子選考委員長挨拶に続き、森ます美選考委員から女性文化研究賞の選考報告が、掛川典子
選考委員から女性文化研究奨励賞の選考理由が報告された。各選考報告では、選考基準、対象
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著作の数、今回の受賞著書を含めた最終選考の候補著作の研究意義や価値、男女共同参画を促
進するための研究のテーマ性や位置づけ、今後の課題などが詳細に述べられた。続いて、受賞
者両氏に坂東学長・所長から各賞が贈呈された。
　贈呈式の後、女性文化研究賞受賞者の辻村みよ子氏による「『男女共同参画と多文化共生』
への法学的アプローチ－『憲法とジェンダー』の課題をめぐって」と題する記念講演が行われ
た。辻村氏は、2003 年から 5 年間東北大学 21 世紀 COE プログラムを、2008 年からグローバ
ル COE プログラムの拠点リーダーとして意欲的に研究教育活動を行っている。学際的視点か
らのジェンダー、多文化共生、グローバリゼーションの相互の関係性、ジェンダーに敏感な視
点にたった憲法学を目指す新しい「ジェンダー憲法学」の確立、社会科学・学術分野における
ジェンダーの主流化、研究・教育・実務・行政・市民運動の 5 者の連携とネットワークの構
築等今後の課題も示され、広範な視座による検討は、聴く者を引き込む迫力ある内容であっ
た。エネルギッシュで説得力のある講演は女性文化研究賞の記念講演にふさわしく意義深いも
のであった。
　第 2 部　受賞記念祝賀会では、研究賞学外選考委員である文部科学省生涯学習政策局長板
東久美子氏、城西国際大学大学院客員教授原ひろ子氏をはじめ、大沢真理東京大学教授、水野
紀子東北大学大学院教授、有斐閣、白桃書房の編集者の方々、本学関係者が多数出席し盛大に
催された。
（かすや　みさこ　人間社会学部現代教養学科准教授　女性文化研究所所員）
７．第２回（2009年度）募集概要
昭和女子大学女性文化研究賞
贈 賞 件 数 1 件
副 賞 30万円
受 賞 の 対 象  男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2009 年 1 月 1 日から 2009 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著され
た単行本に限る。
応 募 資 格 著者の年齢・性別・国籍は不問。
応募受付期間 2009年12月 1 日から2010年 1 月31日（消印有効）
応 募 方 法  自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載
の応募用紙を利用。
選 考 方 法 「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
発 表 2010年 5 月 1 日（女性文化研究所のホームページ上で発表）
贈 呈 式 2010年 5 月25日
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
贈 賞 件 数 1 件
副 賞 10万円
受 賞 の 対 象  男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2009 年 1 月 1 日から 2009 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著され
た単行本・論文（博士論文を含む）に限る。
応 募 資 格  性別・国籍は不問。若手の昭和女子大学関係者（卒業生を含む）に限る。
応募受付期間 2009年12月 1 日から2010年 1 月31日（消印有効）
応 募 方 法  自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載
の応募用紙を利用。
選 考 方 法 「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
発 表 2010年 5 月 1 日（女性文化研究所のホームページ上で発表）
贈　 呈 　式 2010年 5 月25日
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８．選考委員
女性文化研究賞選考委員
学内選考委員
・学校法人昭和女子大学理事長 人見　楷子 
・昭和女子大学学長・女性文化研究所長 坂東眞理子
 （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所所員 瀧澤　正彦（大学院文学研究科特任教授）
学外選考委員
・文部科学省生涯学習政策局長 板東久美子
・城西国際大学大学院客員教授 原　ひろ子
女性文化研究奨励賞選考委員
・学校法人昭和女子大学理事長 人見　楷子
・昭和女子大学学長・女性文化研究所長 坂東眞理子
 （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所運営委員 岸田　依子（大学院文学研究科教授）
・昭和女子大学女性文化研究所所員 粕谷美砂子（人間社会学部現代教養学科准教授）
